
ナイス福岡 会報 2008 年４月

            ［里山と史跡の保護―１］ 

史跡＝歴史上、重大な事件にゆかりのある場所や施設などの跡。（広辞苑）

    「水城」＝太宰府市と大野城市の境界付近にある土塁。「水城堤」と言う呼

び方が一般的である。国の特別史跡に指定されている。日本書紀の記録に、

天智天皇３年（西暦６６４年）「筑紫に、大堤を築きて水を貯えしむ。名け

て水城と曰うふ。」とある。筑紫平野の南部に位置し、地形的には脊振山系

の尾根が最も東部にせり出し、四王寺山の西端に一番近い部分で、平野が最

も狭まっている所である。土塁の大きさは、東西に約１．２ｋｍ、基底部の

幅約８０ｍ、高さ約１４ｍである。 

土塁が建設された前年には、日本は「百済」救済のため朝鮮半島へ出兵し

た。百済は大和朝廷と友好関係にあったが、唐・新羅連合軍に攻められ、大

和に救援を求めてきた。天皇自ら九州へ出陣し、大和水軍は糸島半島に集結

して出陣し、半島中部西岸の白村江で唐・新羅連合水軍と一戦を交えたが破

れ、那ノ津へ逃げ帰ってきた。このため、唐・新羅連合軍が日本へ攻めてく

ることを本気で心配した大和朝廷は、那ノ津にあった官家（みやけ）を現在

の都府楼跡に移して「大宰府」と命名し、これを守るため「水城」を造営し

た。西暦６６４年のことである。 

水城は築城後、「国を守る」という本来の目的を果たす事はなかったが、

国家的大事業で造られたものであり、それが現在まで残されて昔の姿を現代

人へ見せていることは、日本の歴史を偲ぶ国家的な建造物であると言える。

「国指定特別史跡」とは、物で言えば「国宝」である。この国の宝が、今、

崩壊しつつある。 

水城は建造後どんな管理がされてきたかは不明であるが、江戸時代から

１９５０年代までは、里山として利用されていたことが断片的に記録されて

いる。しかし、里山の生活利用が無くなった現代、雑木林が生長しシイ・タ

ブを中心とした照葉樹林へと遷移している。この大木化したシイノキなどが

近年の台風で倒壊しだし根が堤を剥ぎ取っている。「国の宝が我々の時代に

壊れてしまう」、大問題である。クマは、堤の植生を里山に戻すことを提案

している。詳しくは次号へ。 
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☆観察会＠海の中道海浜公園のお知らせ☆         ※事務局からのお知らせ※ 

自自然然感感  
１５３

季節感 

＃２５ 

朝の間に さくら見て来て 

老にけり   巣兆 

パッと咲いて、潔く散る…  

日本人の心情に良く合うのか、 

桜には特別の感情がある…  

『ソメイヨシノ』 

平成２０年４月３日 

福岡市早良区室住団地 

大塚俊樹 
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 この、ＮＡＩＳ福岡会報『自然感くすのき』は、 

ＮＡＩＳ福岡ホームページにも毎号掲載しています。

( http://www.kurabird.com/ (自然案内舎(有)クラバー

ドＨＰ)のトップページ下方にある、「福岡県自然観察指

導員連絡協議会」からお入り下さい。) 

 現在、この会報は、全会員に郵送しておりますが、も

し、「ホームページの方で見るので、郵送分は必要が無い」

という方がいらっしゃいましたら、事務局までお知らせ

下さい(連絡先は、会報奥付をご覧下さい)。順次対応さ

せていただきます。 

 なお、この場合、郵送費用はホームページ維持費に充

てますので、ご了承下さい。 

日  時：４月 27 日（日曜日） 

１０：００～１４：００ 

集合場所：ＪＲ・海ノ中道駅(次ページ地図参照) 

集合時間：９：４５ 

持 参 物：弁当・飲み物・その他  

公園内に食事場所はありますが、当日 

は混雑が予想されます。 

主な視察場所：動物の森周辺、森の家周辺、 

ビオトープ付近、しおや岬付近の 

火山性地層など 

＊当日は、海浜公園動物の森チーフの高田真理子さん 

も案内役を務めてくれます。 

          kuma・冷川 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～この記事を読んで～～～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  この天声人語、その中身がすごく心惹かれたのでお知らせしたいのです。 その内容は、「一本の木でも葉の表情は

全て異なる。どの一枚にも濃密な物語がある。新緑の頃の差異は小さいが、虫に食われ、鳥につつかれ、雨風に打たれ

て、木の葉は個性を蓄える。散るときも別、「十枚十色」でいろんな土への還り方がある。」 

この記事を読んで、一つ一つ頷きました。観察会のことを思い、自然の中、多様性ということにもその思いを巡らせ

ました。今、満開の花達、桜を代表するソメイヨシノの花々にもひとつひとつ個性があるのだろう。今までは、同じ花

がたくさんあって美しいと眺めていたのが、少し観察する目を変えなくては。こういう個性を見つける観察会もおもし

ろそうですね。その内、実行したい。  田字草 
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日本野鳥の会福岡支部 主催   ※参加費：100 円（中学生以下無料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本野鳥の会筑後支部 主催      ※参加費：100 円（中学生以下無料）    福岡植物友の会 主催 

 

 

 

 

         

三国丘陵の自然を楽しむ会 主催  http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/                                  

 

 

  

 

 

 

 

和白干潟を守る会 主催                                  久留米の自然を守る会 主催   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

福岡市油山自然観察の森 主催     ※往復ハガキでの申込方法はハガキに「行事名・行事実施日・住所・氏名・年齢・ 

 電話番号」を記入の上、自然観察センターまでお送り下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５／１１（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子）

４／２７（日） 

春の森でバードウオッチング 

 

鳥たちのさえずりに春を感じながら 

森のバードウオッチングを楽しみま 

す。 

時 間：10:00～13:00     

対 象：一般 

申込み：不要・９時３０分より受付 

定 員：なし     

雨天実施 

問合せ：油山自然観察センター

参加費:１００円 

〒811-1355 

福岡市南区桧原夫婦石 855-1 

TEL：092-871-2112 

開館 9:00～16:30（月曜休館）

５／１０（土） 

大濠公園探鳥会（福岡市中央区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

092-573-1827（森健児） 

４／２９（火）昭和の日 月例探鳥会 

鴻巣山 町の中の里山で渡りの鳥をみよう

時 間：10:00～12:00 頃 

集 合：平尾霊園正面入口 

交 通：西鉄バス平和 3丁目下車 

問合せ：092-592-3423(小野仁) 

 

４／２６（土）５／２４（土） 

久末ダム探鳥会（福間町） 

時 間：8:00～11:00 

集 合：久末ダム多目的広場横駐

車場 (管理事務所下) 

問合せ：0940-33-7846（高原和幸）

４／２０（日）５／１８（日）  

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：092-920-7112（山本勝） 

 

４／２０（日） 

目付山（大分県玖珠郡九重町） 

ハルリンドウ・スミレ他 

詳細は：092-947-6536（大吉博子）

 

４／２６（土） 

クリーン作戦 と自然観察会 

時 間：15：00～17：00   

集 合：海の広場 駐車場なし 

長靴・軍手があると便利 

問合せ：092-661-1594（田辺スミ子）

４／２６（土） 

守る会定例会議 
時 間：10:30～12:30 

集 合：和白干潟を守る会事務所 

問合せ：092-606-0012（山本広子） 

４／２０（日） 

春の森・自然かんさつハイキング 

春の花が咲きそろい、昆虫たちが動 

き出した森を散策します。 

 

時 間：10:00～13:00     

対 象：一般 

申込み：不要 

定 員：なし  

雨天実施      

 

 

４／２７（日） 

濃施山公園（みやま町） 

時 間：9:00～  

集 合：公園内すいせん橋 

問合せ：0944－58－1672（野田 
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５／４（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：092-891-9005（神園道男）

４／２９日（日）第356 回例会 

高良山樹木の名札付けとだご汁会 

北周り遊歩道を歩きながら、樹木に木札

で名前をつけていきます。昼食は森林公

園でだご汁をいただきます。 

時 間：9：30～14:30 

場 所：御井小学校前 

参加費：200円 

問合せ：0942-46-8622（古賀） 

持参 ：マイカップ、はし

５／１０（土） 

三国の里山を歩こう！ 

時 間：9:30～13 時頃  

集 合：埋蔵文化財調査センター 

駐車場  

問合せ：092－920－3072（松永） 

要：保険料 

 

冊子完成打ち上げ参加者はお弁当

をご用意ください。 

 

エフコープさんの環境助成金で自然観

察冊子ができあがりました。冊子は観

察会のたびに配布します。欲しい方

は観察会にご参加ください。 

 



 

 

 

第２回 「総合的な学習の時間」と 

「曽根干潟のカブトガニの産卵を中心とした生活」 

國廣 勝 
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（2）【カブトガニの生活場所】（海域と陸域の間、断面図説） 

 カブトガニは大潮の満潮時を中心に、砂浜の潮間帯上部付近に産卵します。 

約五十日後砂中で孵化した一齢幼生は、その年秋までに大潮の夜の満潮時から引き潮にかけて 

砂から這いだし、潮の流れに乗って干潟へ分散し、やがて脱皮して二齢幼生となるのです。 

 そしてしばらくは広い泥質干潟で生活しながら、八～九回脱皮を繰り返して亜成体へと成長 

し、徐々に浅海域の藻場で生活を始めるようです。 

 雄が十五回、雌が十六回脱皮をくりかえし、繁殖可能になった成体は、さらに深みの海底に 

移動して生活しているらしく、冬期は海底で休眠しているのではないかといわれています。 

（3）【朽網川河口産卵場】 
写真は朽網川河口の産卵場を沖に向かって撮影したものですが、画面中央下に波打ち際に向 

かって、四角い長い石が半分沈 

みこんでいますが、それは写真 

右端の浅い水面下に見える、沖 

にのびた導流堤の上に重なって 

いたものが、台風の時の大波で 

左方向に倒されて移動したもの 

です。 

 此処ではこの角地のちょうど 

長い石が沈み込んだ辺りの波打 

ち際の砂地に、いちばん産卵が 

集中するようです。ただ海が荒 

れたときは波の影響もいちばん 

受けるところで、卵にとっては 

決して条件の良い場所とは言え 

ないのですが、なぜかカブトガ 

ニもいちばん産卵に集まる所ですし、残念ながら周辺から流れつくゴミもいちばん集まるとこ 

ろです。 



▼ 書 籍 の 紹 介 ▼ 

 

※事務局でもご注文を受付けます。若干の割引あり！ 
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２００８年３／１４定例発送会は、大塚俊樹・辛島真

由美・掛下尚一郎・田中健二・田村耕作が参加。冷川

昌彦・藤川渡・山本勝から欠席の連絡。ＭＫから自家

製クッキー、ＴＩから煎餅、ＳＫからお菓子の差し入

れあり。事務局移転後、初めての発送会でした。以前

に比べて少し手狭ですが、能率よく作業完了。近くの

田んぼでは冬鳥のツグミが採食中、上空には夏鳥のツ

バメが鳴きながら飛んでいました。     

田字草 

 

◆◆◆お詫びと訂正◆◆◆ 
～くすのき第 152 号･5 ページの記載について～ 

誤：本会会員である國廣勝氏が小学生と共に観察した成果が北九州市立自然史・歴史博物館自然史友の会発行の『わたした

ちの自然史』100号に掲載されました。その成果を少しずつ紹介していきます。乞うご期待！ 

正：本会会員である國廣勝氏が小学生と共に観察し、北九州市立曽根東小学校の創立３０周年祝賀会を記念して作成された

原稿の中からその成果を少しずつ紹介していきます。乞うご期待！ (2008年4月1日訂正) 

※北九州市立自然史･歴史博物館自然史友の会の担当者様より指摘を受け訂正致しました。 

関係者の方に大変ご迷惑を、お掛け致しましたことをお詫び致します。 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆事務局からのお知らせ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

インターネット掲示板に会員の皆様の書き込みをお願いします。 

ナイス福岡のアドレスはこのページの一番下に表示しています。 

会費振込について 

それぞれの会員の皆様の会員期限をタックシール部分に明記してあります。各自 

ご確認の上、郵便局にて下記の郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。なお、 

会計年度は 6月から翌年 5月末までです。 

郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会 01760-9-15783 年会費：2000 円 

皆に知らせたいことはありませんか？  

皆さんが行っている観察会やイベントの案内、自然保護に関する情報やご意見、お薦めの本の紹介などをお寄

せ下さい。原稿は定例会の一週間前までに事務局にお送り頂くとその月の会報に載せることができます。皆さん

情報をお待ちしています。 

定例会に参加してみませんか？ 

本会の運営に関する打ち合わせや情報交換、会報の発送作業を原則として毎月第２金曜の 18:00～20:00 ごろ

まで自然案内舎㈲クラバードにて行っています。 

会員の方はどなたでも参加できるのでお気軽にお立ち寄り下さい。皆さんのおこしを心よりお待ちしています！ 

次回の定例会は、２００８年５月９日（金）午後６時より事務局で行います。５月号の原稿は、４／３０（水）までに届く

ようにお願いします。なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願います。 
他団体の会報の紹介 
日本野鳥の会筑後支部 まめわり第 84 号 2008 年 4 月 1日 

福岡県青少年アンビシャス運動推進室 アンビシャス通信vol.41  Ａｐｒ 2008 

福岡植物友の会 会報 平成 20 年 4月号 

島根県自然観察指導員連絡協議会連絡誌 おとしぶみ vol.70 2008.3 

Conte vol.10 福岡県 NPO･ボランティアセンター 2008 年 3 月 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

 

 

 

編集後記 
お問合せ：  福岡県自然観察指導員連絡協議会 

（NAIS Fukuoka：The Nature Interpreter Society of Fukuoka)

代表：冷川昌彦／事務局長：小野 仁／ 

編集：田村耕作･山本勝･松永紀代子･吉田素子／会計：宮原俊彦 

〒814-0144 福岡市城南区梅林２丁目１０番２３号 

        ハイツ中村４０１  

自然案内舎㈲クラバード内 TEL & FAX：092-４００ｰ１７６５ 

URL：http://www.kurabird.com/    

掲示板URL: http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/ 
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